
年度　授業計画（シラバス）

15 (1) 時間(単位)

通年

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

講義演習

科  目  名 看護研究Ⅱ(実践) 必修/選択の別 必修 授業時数(単位数)

2023

学        科 看護学科 科　目　区　分 専門分野 授業の方法

担 当 教 員
勝部　愛子
和田　由佳

実務経験と
その関連資格

大学院にて研究経験あり。

対 象 学 年 2年生 学期及び曜時限 教室名 教室・パソコン室

　看護研究Ⅰ(基礎)で、看護研究に関する基礎知識を学習した上で、実際に研究に取り組み、研究のプロセスを通じて研
究の進め方の理解を深める。また、研究に取り組む姿勢を養う。

演習参加状況（２０％）、論文の完成度（７０％）、発表（１０％）で評価する

第
3
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研究計画書にそって、研究を実施し対象からデータを収集し、
そのデータを分析できる

教科書
AV機器他

対象から得たデータを
整理し分析する

系統看護学講座　別巻　看護研究　医学書院
適宜資料を配布する

授業では、自分たちの計画した研究計画書をもとに研究に取り組み、期日までに論文作成を行います、グループごとに取り
組む内容が異なりますが、真摯に研究にとりくんでください。

看護研究は担当教員以外の教員に指導をしていただく場合が多い為、事前に指導をうける日程を相談しておいてくださ
い。学生の都合で指導はもらえないことを意識し、グループ内で協力し主体的に取り組みましょう。

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

各コマに
おける

授業予定

看護研究の実際 ：  保健医療に関することや、学生の身近な
問題に着目した研究実践について

第
2
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研究計画書にそって、研究を実施し、自分たちの研究の内容
にそった文献を検索し検討できる

教科書
AV機器他

自分たちの研究の内容
にそった文献を検討す
る

第
1
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研究計画書にそって、研究を実施できる

教科書
AV機器他

研究計画書にそって研
究を実施する

各コマに
おける

授業予定
データの収集　、分析

各コマに
おける

授業予定
課題に関する文献検索と検討

第
5
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

データを分析し、論文としてまとめる

教科書
AV機器他

第
4
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研究計画書にそって、研究を実施し対象からデータを収集し、
そのデータを分析できる

教科書
AV機器他

得られた結果をもとに考
察をまとめ、論文として
作成する

各コマに
おける

授業予定
論文としてまとめる

各コマに
おける

授業予定
データの収集方法　、分析方法

対象から得たデータを
整理し分析する



第
7
回

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

看護研究を学内で発表することができる

第
6
回

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

自分たちの研究を学内で発表することができる

教科書
AV機器他

論文をまとめ、パワーポ
イントを作成し発表の準
備を行う

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

教科書
AV機器他

論文をまとめ、パワーポ
イントを作成し発表の準
備を行う

各コマに
おける

授業予定
看護研究発表の仕方、発表原稿の作成と講評の仕方

各コマに
おける

授業予定
看護研究発表の仕方、発表原稿の作成

第
8
回

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

看護研究を修正できる

教科書
AV機器他各コマに

おける
授業予定

看護研究発表の振り返りと修正方法

論文等を修正する


